
007-K Photoshop ＆ Illustrator デザインテクニック大全 楠田諭史 SBクリエイティブ
081-I-1944 スピノザ　（岩波新書） 國分功一郎 岩波書店
081-I-1945 ジョン・デューイ　（岩波新書） 上野正道 岩波書店
081-I-959 学び合い、発信する技術　（岩波ジュニア新書） 林直亨 岩波書店
141-K 「推し」の科学　（集英社新書） 久保（川合）南海子 集英社
151-M 幸せな大人になれますか　（小学館YouthBooks） 前野隆司 小学館
210-O ジェンダーレスの日本史　（中公新書ラクレ） 大塚ひかり 中央公論新社
361-K 15歳からのリーダー養成講座 工藤勇一 幻冬舎
361-K 見た目が気になる 河出書房新社 編 河出書房新社
361-S 沼にはまる人々　（ポプラ新書） 沢木文 ポプラ社
361-T 聞く技術聞いてもらう技術　（ちくま新書） 東畑開人 筑摩書房
367-U ルポ虐待サバイバー　（集英社新書） 植原亮太 集英社

361 376-A 進路格差　（朝日新書） 朝比奈なを 朝日新聞出版
K 383-S 日本からみた世界の食文化 鈴木志保子 第一出版

593-S 3つのシルエットで作る「永遠」のワンピース 鈴木圭 文化学園文化出版局

595-N やせるのはどっち? 中野ジェームズ修一 飛鳥新社
596-K 生き抜くためのごはんの作り方 河出書房新社 編 河出書房新社
612-S タガヤセ!日本 白石優生 河出書房新社
754-N 大人かわいい折り紙&雑貨 日本ペーパーアート協会 ブティック社
767-T アイドル・スタディーズ 田島悠来 明石書店
778-T ウォルト・ディズニー ボブ・トマス 講談社
811-N NHK日本語発音アクセント新辞典 日本放送協会放送文化研究所 編 NHK出版

913 814-Z いまさら聞けない「ヨコ文字」事典　（イースト新書） 造事務所 イースト・プレス
サ 817-S 中高生のための文章読本 澤田英輔 筑摩書房

823-S ベーシッククラウン中日・日中辞典 三省堂編修所　編 三省堂
829-Y 小学館韓日辞典 油谷幸利　ほか 小学館
843-S ベーシッククラウン独日・日独辞典 三省堂編修所　編 三省堂
853-S ベーシッククラウン仏日・日仏辞典 三省堂編修所　編 三省堂
873-S ベーシッククラウン伊日・日伊辞典 三省堂編修所　編 三省堂
910-M 〈萌えすぎて〉絶対忘れない!妄想古文 三宅香帆 河出書房新社
913-ｱ スカートのアンソロジー　（光文社文庫） 朝倉かすみ 光文社
913-ｱ-2 神と王　謀りの玉座　（文春文庫） 浅葉なつ 文藝春秋

913 913-ｱ-2 凜として弓を引く　青雲篇　（講談社文庫） 碧野圭 講談社
シ 913-ｱ-5 菜の花食堂のささやかな事件簿　木曜日のカフェタイム　（だいわ文庫）碧野圭 大和書房

913-ｻ 人間みたいに生きている 佐原ひかり 朝日新聞出版
913-ｼ 伝言猫がカフェにいます　（PHP文芸文庫） 標野凪 PHP研究所
913-ﾎ-6 紙屋ふじさき記念館　結のアルバム　（角川文庫） ほしおさなえ KADOKAWA
914-ｵ おいしい沖縄 杉田淳子 編 河出書房新社
916-ｺ ビリギャルが、またビリになった日 小林さやか 講談社
933-ｷ パン焼き魔法のモーナ、街を救う (ハヤカワ文庫) T・キングフィッシャー 早川書房
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今月入った新しい本

　『学年ビリのギャルが1年で偏差値を40上げて慶應大学に現役合格した話』通称「ビリギャ
ル」は、皆さんの中にも本を読んだり、映画を観たりした人が多いと思います。あれは、塾の先
生が書いたものでした。この本は、ビリギャルのモデルになった小林さやかさん自身が書いた
本。当時を振り返ったり、本が出版された後、世間からいろいろなことを言われたりもしたそう
です。小林さんは、塾の坪田先生が勉強を教えてくれたことはなかったと書いています。勉強
をするようにコーチングしてくれたのだそう。今は、アメリカの大学院に通っている小林さんが、
大学院合格まで、どのように勉強していたのか、本人の口から語られています。

小林さやか/著　　　　　講談社

　目がぱっちり二重だったら良かったのに、もっと背が高かったら良かったのに、など「人は見
た目ではない」と言われても、やっぱり気になってしまいますよね。この本は、容姿に関する悩
みについて、YouTubeｒやアイドル、漫画家、芸人、作家、学者など様々な立場の大人26人
がそれぞれの立場で語っています。「見た目」問題に関して、これが正解という答えを出してく
れているわけではありません。この26人の中には、相反する内容を語っている人もいます。だ
から、自分の悩みを軽くするためのヒントがあるのかもと思いながら読んでみてください。

『伝言猫がカフェにいます』
標野凪/著　　　　　PHP研究所

　赤ちゃんの頃から飼い猫としてミチルの家で天寿を全うしたふー太は、あの世で生きていく
ために自分のことは自分でやらなければならなくなります。仕事もその１つ。5回成功したら会
いたい人に会えるという報酬目当てに、ふー太は、あの世とこの世の境目にあるカフェで伝言
猫としてアルバイトを始めます。仕事内容は、「会いたい」人からの言葉を、伝言猫が代わりに
伝えるというもの。最初は簡単な依頼でしたが、だんだん難しい依頼になっていき、成功のた
めにあの世とこの世を行き来しながら奮闘します。
　猫たちがたくさん出てくるので、猫好きさんにはピッタリです。

『ビリギャルが、またビリになった日』

『人間みたいに生きている』
佐原ひかり/著　　　　　朝日新聞出版

今月の新着図書から

　2023年が始まりました。冬休み前に図書館の暖房が不調で寒い日があり
ましたが、今は直っています。
ぜひ、暖かい図書館に、本を借りに、雑誌を読みに、足を運んでください。
それから、長期間、本を借りっぱなしの生徒が多くいます。図書委員さんから
督促状をもらったら、すぐに返却にきてくださいね。

『見た目が気になる』
河出書房新社/編　　　　　河出書房新社

　体調が悪くてご飯が食べられないという人はいると思いますが、この本の主人公は、食べ物
を口の中に入れることができない女の子。好き嫌いではなく、生き物の死骸を自分の身体に取
り入れていると思ってしまい、食べるという行為そのものが気持ち悪いと感じてしまうのです。
その主人公が、吸血鬼と噂される血液しか受け入れられないという男性と出会い、自分の仲
間だと思い仲良くなります。ところが、食べられないという共通点がある二人ですが、それに対
する思いは違っていたのです。共感するのは難しいかもしれませんが、普通って何だろうとい
うことを考えさせられるお話です。


